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地熱利用にかかる温泉掘削許可に関する手引き 

               令和６年（２０２４年）１１月２７日一部改正 

                              熊本県薬務衛生課 

 

 地熱利用にかかる温泉掘削等審査基準（以下「審査基準」という。）による審査を適切

に行うため、標記申請書に以下の内容等を説明した書類を作成し添付すること。 

また、審査基準１（７）に該当する場合には、２の全体計画を作成し、添付すること。 

 

１ 地熱利用事業計画書（審査基準２関係、参考様式地熱１） 

（１）掘削理由 

事業計画の概要を記載すること。 

 

（２）事前調査結果 

事業実施箇所を決定するために行った、事前調査の結果を記載すること。 

①地質調査結果 

②地化学調査結果 

③電磁探査結果 

 

（３）総合解析結果 

客観性及び直近の学術的所見に基づく地熱構造モデル図、地熱流体流動モデル図 

  を提出すること。併せて、資源量推定根拠を提出すること。 

なお、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）等が

過去に実施した広域的な地熱資源調査だけでは最新の科学的な調査が反映されてお

らず、電磁探査等の追加調査を実施した上で、選定すること。  

また既存論文もしくは既存資料を引用する場合には、必ず現況との比較に基づ 

いて推定根拠資料を作成すること。 

 

（４）発電事業計画 

以下の発電計画の内容を記載すること。 

 ①発電事業の内容 

 ②掘削位置及び口径、深度の選定理由 

 ③事業スケジュール 

 ④発電設備の概要 

 ⑤発電以外の事業計画 

 ⑥九州電力(株)の系統連系関係の進捗状況 

 

 



2 

 

（５）モニタリング調査 

モニタリング調査計画等の概要について記載すること。 

なお、詳細については、下記提出書類①から③を作成し添付すること。 

    【提出書類①】掘削前モニタリング調査報告書（審査基準３の①、②関係、参考 

様式地熱２） 

     掘削地点周辺における源泉の事前調査結果を記載すること。 

記載項目：調査日、温泉採取権者、場所、距離、深度、温度、湧出量、水

位、電気伝導率、pH、温泉成分等 

     また、上記源泉からモニタリング源泉として選定した箇所及びその選定理由を 

記載すること。 

    モニタリングを行う具体的箇所等を示した資料（図面等）を添付すること。 

なお、モニタリング箇所は、申請者が事前調査の結果に基づき複数選定し、 

関係市町村及び県と事前協議を行った上で選定すること 

     

    【提出書類②】影響調査計画書（審査基準３の②関係、参考様式地熱３） 

      掘削前、掘削時、噴出試験時、生産開始後（生産開始前を含む。）の各区分に

おける影響調査計画の内容等を記載すること。 

 

＜モニタリング（影響調査）の標準例＞ 

 区分 調査項目 調査期間 留意事項 

 

 

掘削前調査 

 

 

 

○自噴泉、動力泉

共通 

・温度 

・湧出量 

・電気伝導率 

・pH 

・温泉成分 

  

 

上記項目に加え、

源泉の性質ごと

に、以下の調査を

実施すること。 

 

 

 

・掘削開始前最低月 1回、

1年間以上、継続測定。 

・温泉成分分析について

は、年１回以上とするが

電気伝導率に影響が見ら

れる場合は測定の頻度を

上げること。 

 

季節的要因で湧

出量が変動する

地 域 が あ る た

め、開始前最低 1

年以上継続した

結果を踏まえて

申請すること。 

 

 

掘削時調査 

・掘削にあたっては、掘削

直前、掘削中（最低月１

回）、掘削直後に測定。 
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噴出試験時

調査 

 

 

○自噴泉の場合 

・孔口圧力 

 

○動力泉の場合 

・地下水位 

・噴出試験の開始直前、終

了直後で測定し、試験期

間中は毎日測定するこ

と。 

・温泉成分分析について

は、噴出試験の前後。 

 

 

 

 

 

 

生産開始後

調査 

（生産開始

前を含む。） 

 

 

・最低四半期ごとに調査

を実施すること。また影

響が見られるような変化

がある場合、測定の頻度

を上げること。 

・温泉成分分析は年に１

回以上実施し、影響が見

られるような変化がある

場合、分析の頻度を上げ

ること。 

 

 

【調査範囲】 

 季節的な変動

や経年的な変動

状況を把握する

ため、事前モニ

タリングから実

施している源泉

でモニタリング

を 継 続 す る こ

と。 

 

 

【提出書類③】誓約書及び影響調査報告書（審査基準３の③関係、参考様式地熱 

４、４の２及び５） 

  影響調査計画書に基づく影響調査及び温泉資源への影響が認められた場合の対

処等について記載した誓約書を提出すること。 

 また、生産井売買や撤退など、将来的な状況変化が生じた場合にも誠意ある対

応が継続される旨を記載すること。（参考様式地熱４） 

さらに、当該計画書に基づき、各区分に応じて影響調査報告書（参考様式地熱

５）を提出する旨を記載すること。 

 なお、審査基準１（７）に該当する場合には、参考様式地熱４に代わり、参考 

様式地熱４の２を提出すること。  

 

（６）排水計画 

    排水計画の概要について記載すること。 

なお、詳細については、下記提出書類を作成し添付すること。 

    【提出書類】排水計画書（審査基準４関係） 
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     説明資料には、以下の項目を記載すること。 

     ・排水を全量還元井へ還元するかどうか。 

     ・排水を二次利用する場合、その配当対象施設や配当量等。 

 

 （７）還元井計画 

    還元井計画等の概要について記載すること。 

なお、詳細については、下記提出書類を作成し添付すること。 

    【提出書類】還元井設置計画書、還元計画書（審査基準５関係） 

説明資料には、以下の項目を記載すること。 

・還元井の設置場所とその選定理由 

・還元井の構造 

・還元水の利用計画（〇ℓ/分を○○施設の○○のために利用等） 

・還元水の環境汚染防止策及び汚染が発生した場合の対策等 

 

（８）地元説明 

    地元説明の状況の概要について記載すること。 

なお、詳細については、下記提出書類①、②を作成し添付すること。 

また、地熱利用に関する条例が制定されている場合には、下記提出書類③を添付 

すること。 

 

【提出書類①】地元説明に関する状況報告書（審査基準６関係：参考様式地熱６） 

ア 地元関係者等への説明（以下「説明会等」という。）を行った状況や同意

状況等を説明した書類を添付すること。 

イ 地元関係者等の同意書等がある場合は、併せて添付すること。 

ウ 説明対象者は審査基準１（５）に規定する離隔距離制限区域内に存する関

係市町村と事前に協議した上で選定し、発電事業計画等を説明し同意を得る

こと。 

＜説明対象者例＞ 

・地元住民 

・温泉事業者 

・地熱発電事業者等 

エ 対象者から、事業計画等に反対の意見や要望がある場合は、それに対する

対応状況や方針等を記載すること。 

オ 審査基準１（７）に該当する場合には、ア～エに加え、以下のとおり対応

すること。 

（ア）説明会等において「全体計画」についても説明したことを示す書類を

添付すること。 
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（イ）掘削開始後は説明会等を年１回以上開催し、以下の説明を行い、その

内容を参考様式地熱６により県に提出する旨を誓約書（参考様式地熱４

の２）に記載すること。 

・モニタリング調査結果 

・地熱開発に伴う既存温泉や既存地熱井への影響に関する検証結果 

・地熱開発の進捗等の現状 

 

【提出書類②】審査基準１（５）に規定する離隔距離制限の区域内に存する、県 

及び市町村へ説明を行ったことを報告する書類 

 

【提出書類③】地熱利用に関する条例が制定されている場合には、条例に基づく 

 市町村からの同意書 

 

２ 全体計画（審査基準１（７）関係）  

開発対象となる地熱貯留層の範囲と持続可能な熱水利用量を可能な限り科学的に推定

し、これに基づいた発電規模並びに周辺の温泉事業者や他の地熱発電事業者への影響予

測、モニタリング計画等の内容を別表に基づき記載すること。 



別
表

 
「
全

体
計

画
」
作

成
時

に
必

要
な

記
載

内
容

に
つ

い
て

 

 
 

「
全

体
計

画
」
の

記
載

内
容

 
参

考
と

な
る

論
文

等
 

初 回 提 出 時  

１
 

事
業

の
目

的
及

び
内

容
に

つ
い

て
 

 

（
１

）地
熱

開
発

事
業

の
目

的
 

（
２

）事
業

計
画

 

 
 

事
業

主
体

：
会

社
名

、
代

表
者

、
住

所
 

 
 

予
定

地
：
予

定
地

の
住

所
、

土
地

所
有

者
 

 
 

発
電

規
模

：
総

出
力

○
○

ｋ
ｗ

（
発

電
機

○
○

ｋ
ｗ

×
△

基
） 

 
 

予
定

掘
削

本
数

：
○

○
本

、
埋

設
管

の
内

径
：
○

○
m

m
、

掘
削

深
度

：
○

○
ｍ

 

 
 

総
事

業
費

：
掘

削
工

事
、

発
電

所
建

設
等

の
総

事
業

費
 

 
 

資
金

調
達

：
自

己
資

金
、

資
金

借
入

先
、

調
達

方
法

な
ど

 

 
 

設
備

認
定

：
固

定
価

格
買

取
り

制
度

の
設

備
認

定
状

況
 

（
３

）事
業

実
施

想
定

区
域

の
位

置
、

範
囲

及
び

選
定

の
理

由
 

 
 

事
前

調
査

等
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
理

由
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

参
考

論
文

：１
 

「
P
re

ss
u
re

 I
n
te

rf
er

en
ce

 T
es

tｓ
 
at

 t
h
e 

W
as

ab
iz

aw
a 

G
eo

th
er

m
al

 F
ie

ld
,A

ki
ta

 P
re

fe
ct

u
re

,J
ap

an
」
(秋

田
県

山
葵

沢

地
熱

地
帯

に
お

け
る

圧
力

干
渉

試
験

) 

「
静

止
中

の
井

戸
の

圧
力

と
標

高
の

関
係

」 

※
詳

細
に

つ
い

て
は

「地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」P

2
48

（
２

）貯
留

層
圧

力
を

参
考

と
す

る
こ

と
。

 

・
他

の
試

験
井

の
圧

力
と

標
高

を
使

い
、

表
に

プ
ロ

ッ
ト
さ

せ
る

こ

と
で

貯
留

層
と

の
関

係
性

を
推

測
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（あ
く

ま
で

も
推

測
で

あ
り

、
引

き
続

き
調

査
は

必
要

。
） 

 参
考

論
文

：２
 

「
計

算
機

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
よ

る
温

泉
資

源
の

適
正

ゆ
う
出

量

の
一

般
化

の
試

み
」 

（
算

出
に

必
要

な
パ

ラ
メ

ー
タ

） 

・
温

泉
帯

水
層

(貯
留

層
)の

圧
力

 

・
温

泉
帯

水
層

(貯
留

層
)の

温
度

 

・
開

発
エ

リ
ア

の
面

積
 

・
浸

透
率

・
層

厚
積

 

・
貯

留
係

数
 

  

２
 

事
業

実
施

想
定

区
域

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

 

・
周

辺
５

ｋ
ｍ

（
及

び
５

ｋ
ｍ

を
超

え
る

影
響

が
予

測
さ

れ
る

範
囲

）の
温

泉
地

・
他

の
事

業

者
の

地
熱

井
の

配
置

状
況

等
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

３
 

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

調

査
・
予

測
及

び
評

価
の

手
法

に
つ

い
て

 

 

（
１

）
科

学
的

根
拠

に
基

づ
き

、
地

熱
貯

留
層

の
存

在
範

囲
と

温
泉

帯
水

層
と

の
関

係

を
明

確
化

す
る

こ
と

 

①
周

辺
５

ｋ
ｍ

（
及

び
５

ｋ
ｍ

を
超

え
る

影
響

が
予

測
さ

れ
る

範
囲

）で
の

影
響

を
受

け

や
す

い
泉

質
の

温
泉

の
配

置
状

況
を

記
載

す
る

こ
と

。
(参

考
論

文
：３

) 
ま

た
、

そ

の
泉

質
の

温
泉

を
調

査
し

明
ら

か
に

な
っ

た
こ

と
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

 ②
既

存
の

温
泉

分
析

書
・論

文
等

（
既

存
の

資
料

で
既

に
分

か
る

こ
と

）
、

各
種

探
査

に
よ

る
地

表
調

査
、

周
辺

調
査

等
（
新

し
く

調
査

し
て

分
か

っ
た

こ
と

）
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

開
発

対
象

と
す

る
地

熱
貯

留
層

の
平

面
・深

さ
方

向
の

広
が

6



り
、

熱
水

系
の

構
造

（キ
ャ

ッ
プ

ロ
ッ

ク
構

造
の

有
無

、
熱

源
及

び
熱

水
・
蒸

気
の

涵

養
源

な
ど

）を
推

測
し

、
周

辺
５

ｋ
ｍ

（
及

び
５

ｋ
ｍ

を
超

え
る

影
響

が
予

測
さ

れ
る

範

囲
）の

既
存

温
泉

や
既

存
地

熱
井

と
開

発
対

象
と

す
る

地
熱

貯
留

層
と

の
位

置
関

係
、

関
係

性
の

評
価

、
及

び
影

響
に

つ
い

て
予

測
し

評
価

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

予
測

に
関

し
て

は
、

以
下

「
手

法
に

つ
い

て
 

３
（１

）関
係

」に
基

づ
い

て
記

載
す

る

こ
と

。
 

 ③
今

回
の

掘
削

で
取

得
が

期
待

で
き

る
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
以

下
「手

法
に

つ
い

て
 

３
（１

）
関

係
」に

基
づ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
そ

の
他

、
考

え
ら

れ
る

調
査

で
取

得
が

期
待

で
き

る
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
以

下
「手

法
に

つ
い

て
 

３
（１

）
関

係
」に

基
づ

い

て
記

載
す

る
こ

と
。

 

 

 

ア
.調

査
の

手
法

に
つ

い
て

 

そ
れ

ぞ
れ

の
手

法
に

対
し

て
、

以
下

の
内

容
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

（
・
調

査
項

目
 

・
調

査
手

法
 

・調
査

地
域

 
・調

査
地

点
等

 
・調

査
期

間
） 

 
 
 

ま
た

、
調

査
の

結
果

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

 

イ
.予

測
の

手
法

に
つ

い
て

 

そ
れ

ぞ
れ

の
手

法
に

対
し

て
以

下
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

（
・
予

測
項

目
 

・
予

測
手

法
 

・予
測

地
域

 
・予

測
地

点
 

・予
測

対
象

時
期

） 

ま
た

、
②

ま
た

は
③

で
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
論

文
を

参
考

と
し

、
周

辺

の
温

泉
と

地
熱

貯
留

層
の

位
置

関
係

を
推

測
し

、
周

辺
５

ｋ
ｍ

（及
び

５
ｋ
ｍ

を
超

え

る
影

響
が

予
測

さ
れ

る
範

囲
）の

温
泉

ま
た

は
地

熱
井

へ
の

影
響

を
予

測
す

る
こ

と
。

（
参

考
論

文
：
１

、
３

）
 

 

①
一

般
値

（論
文

な
ど

か
ら

の
代

表
的

な
地

層
の

浸
透

率
な

ど
）
を

与
え

る
こ

と
で

現
実

的
な

本
数

を
計

算
し

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

（初
回

提
出

時
の

試
験

井
の

掘
削

で
パ

ラ
メ

ー
タ

を
得

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

２
回

目
以

降
提

出
時

に
検

証

が
可

能
と

な
る

。
） 

 ②
国

立
研

究
開

発
法

人
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・産

業
技

術
総

合
開

発

機
構

（
N

E
D

O
）の

調
査

な
ど

で
、

付
近

の
試

験
井

の
デ

ー
タ

が

あ
れ

ば
、

そ
の

デ
ー

タ
を

使
う

こ
と

で
計

算
が

可
能

で
あ

る
。

 

（
初

回
提

出
時

の
試

験
井

の
掘

削
で

パ
ラ

メ
ー

タ
を

得
る

こ
と

が

で
き

れ
ば

２
回

目
以

降
提

出
時

に
検

証
が

可
能

と
な

る
。

） 

 参
考

論
文

：３
 

「
温

泉
帯

水
層

と
地

熱
貯

留
層

と
の

水
理

・
熱

的
関

係
に

つ
い

て

の
温

泉
地

化
学

的
手

法
に

よ
る

分
類

」※
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト
の

高
温

の
炭

酸
水

素
塩

泉
の

取
扱

い
に

関
し

て
は

注
意

が
必

要
 

・
周

辺
５

ｋ
ｍ

を
超

え
る

影
響

が
予

測
さ

れ
る

範
囲

の
温

泉
の

泉

質
を

調
査

し
、

影
響

を
受

け
そ

う
な

泉
質

の
温

泉
の

有
無

を
確

認
で

き
る

。
 

 

手
法

に
つ

い
て

 
３

（
１

）
関

係
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ウ
．

評
価

の
手

法
に

つ
い

て
 

 
 

 
そ

れ
ぞ

れ
の

手
法

に
対

し
て

以
下

の
内

容
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

（
・
評

価
項

目
 

・
評

価
手

法
 

・評
価

地
域

 
・評

価
地

点
 

・評
価

対
象

時
期

） 

温
泉

帯
水

層
へ

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

の
評

価
の

項
目

・手
法

を
選

定
す

る

こ
と

。
 

例
：
評

価
の

項
目

（
水

温
・水

質
・
水

量
）
 

手
法

：
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
な

ど
 

 
 

※
具

体
的

な
内

容
に

つ
い

て
も

記
載

す
る

こ
と

。
 

   （
２

）
当

該
地

熱
貯

留
層

に
お

い
て

計
画

さ
れ

て
い

る
本

数
の

温
泉

掘
削

に
つ

い
て

は
、

離
隔

距
離

や
源

泉
数

を
制

限
し

な
く
と

も
周

辺
へ

の
影

響
が

生
じ

な
い

か
検

証
を

行

う
こ

と
 

①
既

存
の

温
泉

分
析

書
・論

文
等

（
既

存
の

資
料

で
既

に
分

か
る

こ
と

）
、

各
種

探
査

に
よ

る
地

表
調

査
、

周
辺

調
査

等
（
新

し
く

調
査

し
て

分
か

っ
た

こ
と

）
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

地
熱

貯
留

層
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

や
計

画
す

る
本

数
の

温
泉

掘

削
で

は
離

隔
距

離
や

源
泉

数
を

制
限

し
な

く
と

も
周

辺
へ

の
影

響
が

生
じ

な
い

か

予
測

す
る

こ
と

。
（
参

考
論

文
：２

） 
ま

た
、

そ
の

予
測

に
関

し
て

、
以

下
「手

法
に

つ
い

て
 

３
（２

）
関

係
」に

基
づ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
 

 

②
今

回
の

掘
削

で
取

得
が

期
待

で
き

る
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
以

下
「手

法
に

つ
い

て
 

３
（２

）
関

係
」に

基
づ

い
て

記
載

を
行

う
こ

と
。

そ
の

他
、

考
え

ら
れ

る
調

査
で

取
得

が
期

待
で

き
る

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、

以
下

「手
法

に
つ

い
て

 
３

（２
）
関

係
」に

基
づ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。
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ア
.調

査
の

手
法

に
つ

い
て

 

そ
れ

ぞ
れ

の
手

法
に

対
し

て
以

下
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

（
・
調

査
項

目
 

・
調

査
手

法
 

・調
査

地
域

 
・調

査
地

点
等

 
・調

査
期

間
） 

ま
た

、
調

査
の

結
果

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

 イ
.予

測
の

手
法

に
つ

い
て

 

そ
れ

ぞ
れ

の
手

法
に

対
し

て
以

下
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
。

 

（
・
予

測
項

目
 

・
予

測
手

法
 

・予
測

地
域

 
・予

測
地

点
 

・予
測

対
象

時
期

） 

ま
た

、
①

ま
た

は
②

の
調

査
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

地
熱

貯
留

層
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

や
計

画
す

る
本

数
の

温
泉

掘
削

で
は

離
隔

距
離

制
限

や
源

泉
数

の
制

限

を
行

わ
な

く
と

も
周

辺
へ

の
影

響
が

生
じ

な
い

か
予

測
す

る
こ

と
。

（参
考

論
文

：
２

）
 

 

ま
た

、
今

回
の

掘
削

で
、

ど
の

よ
う

な
新

し
い

デ
ー

タ
が

得
ら

れ
る

か
予

測
す

る
こ

と
。

 

 ウ
．

評
価

の
手

法
に

つ
い

て
 

 
そ

れ
ぞ

れ
の

手
法

に
対

し
て

以
下

の
内

容
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

（
・
評

価
項

目
 

・
評

価
手

法
 

・評
価

地
域

 
・評

価
地

点
 

・評
価

対
象

時
期

） 

温
泉

帯
水

層
へ

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

の
評

価
の

項
目

・手
法

を
選

定
す

る
こ

と
。

 

例
：
評

価
の

項
目

（
水

温
・水

質
・
水

量
）
 

手
法

：
温

泉
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

 
 

 
※

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
こ

と
。

 

４
 

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
 

上
記

３
（１

）
（２

）
を

踏
ま

え
、

地
熱

構
造

モ
デ

ル
を

作
成

し
、

科
学

的
に

地
熱

貯
留

層

（
範

囲
、

熱
水

利
用

量
）に

つ
い

て
推

定
す

る
こ

と
。

 

手
法

に
つ

い
て

 
３

（
２

）
関

係
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２ 回 目 以 降 提 出 時  

予
測

に
対

す
る

評
価

と
計

画
の

 

修
正

 

・
初

回
提

出
時

以
降

の
掘

削
終

了
後

に
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

や
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
を

用

い
、

掘
削

前
に

行
っ

た
予

測
に

対
し

て
の

評
価

を
行

い
、

計
画

の
修

正
を

行
う

こ
と

。
 

（
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

が
想

定
通

り
の

も
の

で
あ

っ
た

か
、

想
定

と
違

っ
て

い
た

点
は

何
か

） 

・
掘

削
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
使

い
、

地
熱

流
体

モ
デ

ル
や

数
値

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

を
作

成
す

る
こ

と
。

 

※
予

測
と

異
な

る
結

果
と

な
っ

た
も

の
に

関
し

て
は

原
因

分
析

を
行

う
事

。
 

※
２

回
目

以
降

提
出

時
の

掘
削

に
よ

っ
て

、
ど

の
よ

う
な

新
し

い
デ

ー
タ

を
得

る
こ

と
が

で

き
る

か
。

ま
た

、
そ

の
デ

ー
タ

を
使

い
ど

の
よ

う
に

評
価

を
行

う
の

か
に

つ
い

て
記

載
す

る

こ
と

。
 

  

参
考

論
文

：１
 

「
P
re

ss
u
re

 I
n
te

rf
er

en
ce

 T
es

tｓ
 
at

 t
h
e 

W
as

ab
iz

aw
a 

G
eo

th
er

m
al

 F
ie

ld
,A

ki
ta

 P
re

fe
ct

u
re

,J
ap

an
」
(秋

田
県

山
葵

沢

地
熱

地
帯

に
お

け
る

圧
力

干
渉

試
験

) 

「
静

止
中

の
井

戸
の

圧
力

と
標

高
の

関
係

」 

※
詳

細
に

つ
い

て
は

「地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」P

2
48

（
２

）貯
留

層
圧

力
を

参
考

と
す

る
こ

と
。

 

・
掘

削
後

の
試

験
井

の
圧

力
と

標
高

を
使

い
、

貯
留

層
と

の
関

係
性

の
検

証
を

行
う

こ
と

。
 

 参
考

論
文

：２
 

「
計

算
機

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
よ

る
温

泉
資

源
の

適
正

ゆ
う
出

量

の
一

般
化

の
試

み
」 

・
実

際
に

試
験

井
を

掘
削

し
た

こ
と

で
得

た
パ

ラ
メ

ー
タ

ー
を

利

用
し

仮
定

の
値

の
検

証
を

行
う
こ

と
。

 

 地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
 

説
明

会
等

で
圧

力
干

渉
試

験
や

ト
レ

ー
サ

ー
試

験
に

つ
い

て
要

望
が

出
た

場
合

に
は

、
「
地

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」P
21

5

～
を

参
考

と
す

る
こ

と
。
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○
「
参

考
と

な
る

論
文

等
」
に

関
す

る
情

報
 

（
参

考
論

文
：１

） 

「
P
re

ss
u
re

 I
n
te

rf
er

en
ce

 T
es

tｓ
 
at

 t
h
e 

W
as

ab
iz

aw
a 

G
eo

th
er

m
al

 F
ie

ld
,A

ki
ta

 P
re

fe
ct

u
re

,J
ap

an
」
(秋

田
県

山
葵

沢
地

熱
地

帯
に

お
け

る
圧

力
干

渉
試

験
) 

H
ir
o
ak

i 
A

sa
i1

, 
S
hi

ge
ta

ka
 N

ak
an

is
h
i1

, 
S
hi

ge
o
 T

ez
u
ka

1
, 
C

h
it
o
sh

i 
A

ka
sa

ka
1,

 K
en

ji 
Sa

sa
ki

1,
 K

en
go

 T
ak

iz
aw

a1
,T

ak
as

h
i 
K

an
ek

o2
, 
an

d
 S

h
u
ji 

A
jim

a3
 

・
・
・
h
tt

p
s:

/
/w

w
w
.g

eo
th

er
m

al
-
en

er
gy

.o
rg

/
p
d
f/

IG
A

st
an

d
ar

d
/
W

G
C

/
2
02

0
/
22

0
1
3.

p
d
f 

 

（
参

考
論

文
：２

） 

・
「
温

泉
帯

水
層

と
地

熱
貯

留
層

と
の

水
理

・熱
的

関
係

に
つ

い
て

の
温

泉
地

化
学

的
手

法
に

よ
る

分
類

」 

安
川

香
澄

・野
田

徹
郎

（２
０

１
７

）
：
日

本
地

熱
学

会
誌

、
第

3
9

巻
、

第
4

号
、

P
2
0
3～

２
１

５
 

・
・
・
h
tt

p
s:

/
/d

o
i.
o
rg

/
1
0.

1
13

67
/
gr

sj
.3

9.
2
0
3 

 （
参

考
論

文
：３

） 

・
「
計

算
機

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
温

泉
資

源
の

適
正

ゆ
う
出

量
の

一
般

化
の

試
み

」 

松
本

光
央

・糸
井

龍
一

：大
分

県
温

泉
調

査
研

究
会

報
告

 
第

7
3

号
、

P
13

～
３

２
 

・
・
・
h
tt

p
s:

/
/w

w
w
.p

re
f.
o
it
a.

jp
/
u
p
lo

ad
ed

/
at

ta
ch

m
en

t/
21

60
7
7
4
.p

d
f 

こ
の

計
算

式
を

計
算

す
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
開

発
に

つ
い

て
の

論
文

 

・
「
温

泉
帯

水
層

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

算
出

す
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
開

発
」 

松
本

光
央

・高
木

 
敬

太
郎

：
大

分
県

温
泉

調
査

研
究

会
報

告
 

第
7４

号
、

P
1
～

８
 

・
・
・
h
tt

p
s:

/
/w

w
w
.p

re
f.
o
it
a.

jp
/
u
p
lo

ad
ed

/
at

ta
ch

m
en

t/
22

04
2
9
0
.p

d
f 

 

（
地

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

に
つ

い
て

） 

・
地

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

 
オ

ー
ム

社
（２

０
１

４
） 
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